
東京都第一市街地整備事務所では令和６年１月～

７月（予定）で下水道管布設、防火水槽撤去、土

壌処理の工事に着手しました。ご不便・ご迷惑をお掛け

しますが、騒音や振動に細心の注意を払い安全に施工

を致します。ご理解とご協力のほどお願い致します。

信号機設置及び歩道幅員確保にかかる要望書を提出しました

令和４年、４６沿道まちづくり協議会（以下「協議会」）では「“まちを分断する道路”から“まちをつなぐ道路”へ」

をコンセプトとし、補助第４６号線整備と沿道まちづくりの方向性を示した「４６沿道まちづくり提案」（以下「４６

提案」）を東京都、目黒区及び地域の皆様へ提案しました。

【協議会事務局】目黒区 街づくり推進部 木密地域整備課（担当：髙野・佐原）

住所 ：〒１５３－８５７３ 目黒区上目黒２丁目１９番１５号

電話 ：０３－５７２２－９６７２ FAX：０３－５７２２－９２３９

メール：nishikoyama-kai@city.meguro.tokyo.jp

これまでの主な取組

「信号機設置にかかる要望書」を碑文谷警察署長へ提出11月15日

14

第

回
協
議
会

協議会役員の選任・信号機設置要望に関する意見交換

・満期を迎えた協議会役員を新たに選任しました。

・信号機設置によるメリット・デメリットに関する意見交換と要望書の

たたき台について確認をしました。

8

月
29

日

29

令和５年
１１月１５日

碑文谷警察署長へ

要望書を提出

第３１回協議会

・検討状況報告

（信号機設置・幅員構成）

・来年度の進め方

「４６提案」の実現に向けて、

地域の安全性や防災性の向

上・コミュニティに繋がる活動を

進めていく予定です。

「歩道幅員確保にかかる要望書」を へ提出12月19日
【発行】 原町一丁目・洗足一丁目地区４６沿道まちづくり協議会
【編集協力】株式会社ＵＲリンケージ

原町一丁目・洗足一丁目地区（原町一丁目１～４・13～34番・洗足一丁目１～４・10～24番）にお住まいの方、土地や建物を所有している方にお送りしています。

補助第４６号線沿道まちづくりに関するご意見、又は、このニュースに関するご質問などがございましたら、下記までご連絡ください。

第

回
協
議
会

歩道幅員（５.５m）確保に関する意見交換

・だれもが安全に安心して歩ける、より広い歩道幅員（５.５m）

確保の必要性に関する意見交換を行いました。

・第２９回協議会の意見を反映させた要望書（案）の確認を

行いました。

10

月
27

日
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・「４６提案」を東京都及び目黒区へ提出（目黒区：令和４年２月２４日、東京都：令和４年３月４日）

・第２６回協議会（令和４年８月４日） ：都・区と共に道路整備に関する意見交換

・第２７回協議会＆懇談会（令和４年１２月６日）：洗足１－１７・洗足１－２４地先の無信号横断歩道への

信号機設置に関する意見交換

・第２８回協議会（令和５年３月９日） ：信号機設置に関する意見の取りまとめと現状・課題の確認

～
令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

今年２月に開催を予定している第３１回協議会では「４６提案」の実現に向けて、来年度の進め方等を話

し合います。ぜひご参加ください。

今後のスケジュール

都や区からのお知らせ

補助第４６号線の道路整備とまちの未来を考える情報誌

その中でも地域の交通安全やコミュニティ活動の強化にとって最も重要な、無信

号横断歩道への信号機の設置と広い歩道幅員（５.５m）確保の必要性に

ついて、５回の協議会と１回の懇談会で検討してきました。

この度、協議会から「信号機設置にかかる要望書」を令和５年１１月１５

日に碑文谷警察署長へ、「歩道幅員確保にかかる要望書」を令和５年１２月

１９日に東京都第一市街地整備事務所長へ、令和６年１月２５日に東京

都第二建設事務所長へ提出し、地域の想いを伝えました。

下水道管等の整備のお知らせ

４６沿道まちづくり協議会への参加をお待ちしております！

道路整備とともに、より良いまちにしていくためには地域の皆様の声が大切です。

参加を希望される方は、協議会事務局までお問い合わせください。

お
問
い
合
わ
せ
先

「補助第４６号線相談窓口」閉鎖及び統合のお知らせ

補助第４６号線（原町洗足地区）相談窓口は、令和６年２月２９日をもちまして閉鎖するとともに、今後の

原町洗足地区の皆様からの相談対応については、下記相談窓口に統合させていただくこととなりました。

統合先の相談窓口では、引き続き公益財団法人東京都都市づくり公社が、移転先の物件情報の提供、再建プ

ランや税金に関するご相談など、丁寧に対応させていただきます。

相談窓口：補助８６号線（志茂地区）相談窓口

統 合 日 ：令和６年３月１日（金）

住 所 ：北区志茂二丁目２番１５号富栄ビル１階

最 寄 駅 ：東京メトロ南北線「志茂駅」２番出口より徒歩約１分

相談時間：午前１０時～午後６時

（水、土、第５日曜日、祝祭日、年末年始を除く）

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：０１２０ー９００ー９６５

電 話 ：０３ー５９３９ー７２０１

ご自宅等の訪問

によるご相談も

承っております！

まずはお気軽に

ご連絡ください！

相談窓口案内図

令和6年
２月予定

令和6年度令和５年
１２月１９日

東京都

第一市街地

整備事務所長へ

要望書を提出

東京都

第二建設事務所長へ

要望書を提出

令和６年
１月２５日

都

都

区

東京都第二建設事務所長1月25日

東京都第一市街地整備事務所長

発注者：工事課工事担当 電話03-3534-3447

受注者：丸満建設㈱ 電話03-5378-3408

工事範囲

提出の様子
（左から、塙副会長、小口第一市街地整備事務所長、林会長）



補助第４６号線（原町・洗足地区）：目黒本町５丁目～洗足１丁目の区間に

～歩道幅員（５.５ｍ）確保を要望しました～

洗足１丁目１７番地及び洗足１丁目２４番地先への

～信号機設置を要望しました～

当該地は、横断歩道が設置されており、横断

者が多く、令和７年には第七・第九中学校統

合により、更なる通行者の増加が見込まれます。

補助第４６号線の道路幅員が２０mに拡

幅されることにより、安全な横断環境の保持や

地域コミュニティの分断が懸念されます。

このため、歩行者も運転手も安全かつスムー

ズに当該道路を通行でき、地域に親しまれる道

路を目指して、以下の検討を踏まえ交通信号

機の設置を要望しました。

本路線が沿道の町会内を縦断していることから、防災

活動や地域コミュニティ活動の分断が危惧されます。ま

た、本区間は目黒本町地区と比べて、特に子どもや高

齢者の往来や赤信号待ちの滞留が多い路線です。

補助第４６号線の道路幅員が２０mに拡幅される

なか、目黒本町地区では歩道幅員が５.０mとして計

画されていますが、本地区は交通安全や防災活動、地

域のコミュニティ活動等、多様な活動を支えながら地域

の活性化を図る道路としていきたいため、以下４つの観

点から歩道幅員（５.５m）の確保を要望しました。

４６号線による地域コミュニティ分断への対応1

防災・祭事上必要な空間の確保4横断歩道付近の安全性の確保3

施設立地状況等から見える４６の歩行者通行量の違いへの対応2

町会を分断する補助第４６号線の車道を狭めることにより、町会活動や施設利用の際の往来のしやすさを確保

するなど、コミュニティ分断要素の軽減が必要です。

目黒本町地区に比べて、

特に子どもや高齢者の通

行・横断者が多い実態に

合わせ、より広い歩道幅

員の確保（５.５m）が

必要です。

交通安全活動や防災活動、

祭事でのテントや神輿を設置

する場所として活用するため、

５.５m以上の歩道幅員が

必要です。

特に横断歩道付近では、

信号待ちの滞留スペースの確

保、路側帯への駐車を抑制

するため、路側帯を狭め、歩

道幅員の確保が必要です。

「信号機設置の指針」の確認・整理1

歩道幅員（５.５ｍ）
確保要望区間

信号機設置のメリット・デメリットの確認2

横断方法として考えられる「①信号機設置」

「②二段階横断歩道」「③横断歩道のみ（信号機なし）」

を総合的な観点から比較検討しました。
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歩行者にとっても運転手にとっても

「①信号機設置」

が最も安全性が高いと考えました。

周辺信号機設置の状況

①
信
号
機
設
置

②
二
段
階
横
断
歩
道

③
横
断
歩
道
の
み

園児のお散歩カートは保育士がカートの横について操

作することがあり、車いすとのすれ違いには歩行者通行帯

２.５m程度が必要です。

２.０m
では不足

信号機設置要望の概要 歩道幅員（５.５ｍ）要望の概要

地域の総意として歩道幅員5.5mの確保を強く求めます地域の総意として交通信号機設置を強く求めます

信号機設置要望箇所

信号待ち滞留のイメージ 祭事時の神輿回転とテント設置のイメージ

４６周辺をお散歩する
子どもたちの様子

「信号機設置の指針」にある「隣接する信号機との距離が１５０m以上離れて

いること」という条件のみ満たしていない状況ですが、小中学校等の付近では交通

の安全を特に確保する必要があれば１５０m未満でも設置の可能性があります。

当該箇所は、信号機を設置し、

子どもや高齢者の安全確保を

図る必要性が高い。

・近隣の信号機の離隔距離が近い場所でも誤認は起きていない。

・近くに小中学校・高齢者福祉施設等の立地が多く、特に、小中

学生の通学時の横断者数が多い。

・要望箇所周辺の事業者や住民からも信号機設置が必要と

意向を確認。

地
域
の
状
況

要望箇所の現況写真

要望箇所

自転車
用通路

車道 歩行者
用通路

自転車
用通路

歩行者
用通路

断面構成イメージ



東京都第一市街地整備事務所では令和６年１月～

７月（予定）で下水道管布設、防火水槽撤去、土

壌処理の工事に着手しました。ご不便・ご迷惑をお掛け

しますが、騒音や振動に細心の注意を払い安全に施工

を致します。ご理解とご協力のほどお願い致します。

信号機設置及び歩道幅員確保にかかる要望書を提出しました

令和４年、４６沿道まちづくり協議会（以下「協議会」）では「“まちを分断する道路”から“まちをつなぐ道路”へ」

をコンセプトとし、補助第４６号線整備と沿道まちづくりの方向性を示した「４６沿道まちづくり提案」（以下「４６

提案」）を東京都、目黒区及び地域の皆様へ提案しました。

【協議会事務局】目黒区 街づくり推進部 木密地域整備課（担当：髙野・佐原）

住所 ：〒１５３－８５７３ 目黒区上目黒２丁目１９番１５号

電話 ：０３－５７２２－９６７２ FAX：０３－５７２２－９２３９

メール：nishikoyama-kai@city.meguro.tokyo.jp

これまでの主な取組

「信号機設置にかかる要望書」を碑文谷警察署長へ提出11月15日
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協議会役員の選任・信号機設置要望に関する意見交換

・満期を迎えた協議会役員を新たに選任しました。

・信号機設置によるメリット・デメリットに関する意見交換と要望書の

たたき台について確認をしました。
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令和５年
１１月１５日

碑文谷警察署長へ

要望書を提出

第３１回協議会

・検討状況報告

（信号機設置・幅員構成）

・来年度の進め方

「４６提案」の実現に向けて、

地域の安全性や防災性の向

上・コミュニティに繋がる活動を

進めていく予定です。

「歩道幅員確保にかかる要望書」を へ提出12月19日
【発行】 原町一丁目・洗足一丁目地区４６沿道まちづくり協議会
【編集協力】株式会社ＵＲリンケージ

原町一丁目・洗足一丁目地区（原町一丁目１～４・13～34番・洗足一丁目１～４・10～24番）にお住まいの方、土地や建物を所有している方にお送りしています。

補助第４６号線沿道まちづくりに関するご意見、又は、このニュースに関するご質問などがございましたら、下記までご連絡ください。
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歩道幅員（５.５m）確保に関する意見交換

・だれもが安全に安心して歩ける、より広い歩道幅員（５.５m）

確保の必要性に関する意見交換を行いました。

・第２９回協議会の意見を反映させた要望書（案）の確認を

行いました。
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・「４６提案」を東京都及び目黒区へ提出（目黒区：令和４年２月２４日、東京都：令和４年３月４日）

・第２６回協議会（令和４年８月４日） ：都・区と共に道路整備に関する意見交換

・第２７回協議会＆懇談会（令和４年１２月６日）：洗足１－１７・洗足１－２４地先の無信号横断歩道への

信号機設置に関する意見交換

・第２８回協議会（令和５年３月９日） ：信号機設置に関する意見の取りまとめと現状・課題の確認

～
令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

今年２月に開催を予定している第３１回協議会では「４６提案」の実現に向けて、来年度の進め方等を話

し合います。ぜひご参加ください。

今後のスケジュール

都や区からのお知らせ

補助第４６号線の道路整備とまちの未来を考える情報誌

その中でも地域の交通安全やコミュニティ活動の強化にとって最も重要な、無信

号横断歩道への信号機の設置と広い歩道幅員（５.５m）確保の必要性に

ついて、５回の協議会と１回の懇談会で検討してきました。

この度、協議会から「信号機設置にかかる要望書」を令和５年１１月１５

日に碑文谷警察署長へ、「歩道幅員確保にかかる要望書」を令和５年１２月

１９日に東京都第一市街地整備事務所長へ、令和６年１月２５日に東京

都第二建設事務所長へ提出し、地域の想いを伝えました。

下水道管等の整備のお知らせ

４６沿道まちづくり協議会への参加をお待ちしております！

道路整備とともに、より良いまちにしていくためには地域の皆様の声が大切です。

参加を希望される方は、協議会事務局までお問い合わせください。
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「補助第４６号線相談窓口」閉鎖及び統合のお知らせ

補助第４６号線（原町洗足地区）相談窓口は、令和６年２月２９日をもちまして閉鎖するとともに、今後の

原町洗足地区の皆様からの相談対応については、下記相談窓口に統合させていただくこととなりました。

統合先の相談窓口では、引き続き公益財団法人東京都都市づくり公社が、移転先の物件情報の提供、再建プ

ランや税金に関するご相談など、丁寧に対応させていただきます。

相談窓口：補助８６号線（志茂地区）相談窓口

統 合 日 ：令和６年３月１日（金）

住 所 ：北区志茂二丁目２番１５号富栄ビル１階

最 寄 駅 ：東京メトロ南北線「志茂駅」２番出口より徒歩約１分

相談時間：午前１０時～午後６時

（水、土、第５日曜日、祝祭日、年末年始を除く）

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：０１２０ー９００ー９６５

電 話 ：０３ー５９３９ー７２０１

ご自宅等の訪問

によるご相談も

承っております！

まずはお気軽に

ご連絡ください！

相談窓口案内図
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令和６年
１月２５日

都

都

区

東京都第二建設事務所長1月25日

東京都第一市街地整備事務所長

発注者：工事課工事担当 電話03-3534-3447

受注者：丸満建設㈱ 電話03-5378-3408

工事範囲

提出の様子
（左から、塙副会長、小口第一市街地整備事務所長、林会長）


